九州支部 の 豊友会設立30周年記念行事
九州支部では、5月下旬に開催した支部総会において、10月に鹿児島で豊友会設立30周年記念行事を実施することが決定した。早速、高木氏をリーダーとする5名の実行委員会が編成され、行事の企画と詳細な計画および支部会員への案内状作り等の準備が進められた。
　いよいよ記念行事当日の10月18日（日）、九州新幹線の鹿児島中央駅に鹿児島他県の会員が集合し、午後からの鹿児島市内バス観光に出発した。当日は雲ひとつない晴天で、城山公園では見事な桜島を背景に集合写真を撮った。この記念行事の計画当時、桜島は爆発的噴火が続いていたため鹿児島での記念行事開催が心配されたが、10月の桜島は噴火も噴煙もなく私たちを優しく迎えてくれた。ただ、ここでの集合写真は強烈な逆光のため、写りが悪い。
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夕刻6時からは鹿児島市内の中心街、天文館の熊蘇亭に、鹿児島在住の会員を加えて集合した。参加者は16名、西村支部長の発声で懇親会が始まった。黒酢で全国的に有名な坂元醸造の坂元昭夫先輩も出席され、豊友会発足当時のエピソードを語って頂いた。「豊友会会員証」があることも知った。　　
懇親会は鹿児島料理と名物の芋焼酎で話がはずみ、最後は濱崎副支部長の音頭で豊友会の発展と会員各位の健康・長寿を祈念して賑やかに終了した。
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翌日は鹿児島観光組、ゴルフ組および帰宅組に分かれた。この日もこれ以上ないという晴天で、観光もゴルフも多いに楽しんだ。
普段の九州支部の催しは福岡市での開催のため、鹿児島在住の会員には不便をかけることが多かった。今回は鹿児島の会員５名も参加し、30周年記念行事に相応しい大変有意義な懇親の場になった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和 記
